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パ ラ チ オ ン 分 解 酵 素 に 関 す る 研 究

Ⅰ.　 ヒ ト血 清 のパ ラチ オン分 解 能 及びパ ラチオン分解酵素の

諸臓器(イ ヌ)内 分 布 に就 て
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パ ラ チ オンdiethyl p-nitrophenyl thiophos

phateの 乳 剤 を重 曹 ・炭 酸 ソーダ緩 衝液 で う

す め た もの に ヒ ト血 清 を混 じてpHを8.6～

8.8に 維 持 し, 37℃ に 置 くとパ ラ チ オンに緩

衝液 を 加 えた だ け の 対 照 よ り も 多 量 のp

nitrophenol遊 離 を見 る.こ れは 血清 が パ ラチ

オンを分解 す る酵素 を持 つ て い るため に起 る

現 象 で あ る1).こ の酵素 の定 量 法 につ い ては

既 に 前報1)で 述べ た か ら,本 報 告に は この定

量法 に よつ て実 際 に測定 した ヒ ト血清 の パ ラ

チ オ ン分 解能 力(パ ラ チ オン分 解 酵素 含 量)

と イヌ の諸臓 器 に於 け る酵素 の分布 を し らべ

た 成績 を 記す こ とに す る.

実 験 方 法

1) 健康な男子25人,女 子13人 か ら早朝空

腹時に血液を採取 し,血 清を分離 し,前 報の

定量法1)に よりそのパラチオン分解能 力を測

定 した.

2) 成熟 イヌ10匹(雄4,雌6)の 大 脳,

肺,心,肝,胆 汁,脾,膵,リ ンパ 腺,胃,

小腸,腎,骨 髄 及 び血 清 な どの諸 臓 器 のパ ラ

チ オン分解 酵 素 含量 を測定 した.即 ち被 検 臓

器(胃 及び腸 は 粘膜 だ けを か き取 る)約5gを

切 りと り,凍 結 ミク ロ トー ムで約40μ の薄 切

片 に し,そ の一定 量(4g)を 化学 天 秤 で正確

に秤 量 し,試 験管 状 ホモ ジエ ナ イザー に移 し,

同 重量の生 理 的 食塩 水 を加 え て十 分 にす りつ

ぶ し50%ホ モ ジエ ネ ー トをつ くり,そ の0.2g

を採 量 し,血 清 の場 合に準 じて パ ラチ オン 分

解 酵 素 を定 量 した.

実 験 成 績

私が得た成績 は表1及 び表2に 示す通 りで

ある.即 ち

1) ヒ ト血清のパ ラチオン分解酵素含量

は

男 子: 134±44.6γ/ml

女 子: 180±62.0γ/ml

表1.　 男子血清のパラチオン分解

酵素含量(25例)

平均: 134±44.6γ/ml

表2.　 女子血清のパラチオン分解

酵素含量(13例)

平 均: 180±62.0γ/ml

であつて,女 子 の方が平均 してやや高いパ ラ
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チオン分解能力を呈す ることがわかつ た(こ

れは平均値差の有意性を危険率5%で 検定 し

て見た時にも確認 された).つ いでなが ら各 々

の平 均値 及び正常 範囲の信頼限界(α=0 .05)

は

男 子: 117～152γ/ml

(棄 却 限 界35～327γ/ml)

女 子: 162～252γ/ml

(棄 却 限 界47～223γ/ml)

であつ て男女 ともか な り広 い変動 巾を 示 し

た.

2) イヌの諸臓器 の うち最 も豊富にパ ラチ

オン分解酵素を含有 してい るのは血清で,肝

が これにつぎ,肺,骨 髄,腎,腸,脾,リ ン,

パ腺,胃,膵,胆 汁及び脳 の順序で これにつ

ゞき,心 臓に於け る含量が最 もす くなかつた.

血清のパラチオン分解酵素含量をか りに100

とす ると肝は80,肺 及び骨髄が50,腎 が40

に相 当 し,脳 及 び心臓は10に も足 りない位で

あつた.

表3.　 被検犬の雌雄別及び諸臓器の重量(g)(10例)

表4.　 犬臓器1g中 のパラチオン分解酵素含量(γPNP)(10例)
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表5.　 犬の血清パ ラチオン分解酵素含量 を100と した時の諸臓器のそれへ の比率(%)(10例)

考 按

以上 の成績を通覧するとパラチオン分解酵

素を有す る臓器 として問題にすべ きものは血

清,肝,肺,骨 髄及 び腎であつ て,そ の他の

臓器はパ ラチオン分解酵素を欠いてはいない

が,生 理的にはパ ラチオン分解に余 り積極的

に参画す る様には受け取れ ない.表1及 び表

2に かかげ た数値は メヂウムがpH 8.8の と

き37℃ 1時 間にパ ラチオンか ら遊 離 さす

p-nitrophenol量(γ)で あ る.ヒ ト及び 動 物

の体液のpHは 約7.4で ある.こ の様に中性

に近いpHに 於 てはパ ラチオン分解酵素の活

度はpH 8.8の ときの 約1/3に 低下する1).

私達は この事実を頭に置い て両表の数値をな

がめなければならない.

さて体 重50kgの 人 の血 液量 は(体 重 の1/13

と見 做 して)約4lと 推定 され る2).こ の4lの

血 液 の うち血 漿 が 占め る容積 は そ の凡 そ半 分

で あ るか ら2lと 概 算 出来 る.血 清 の パ ラチ

オ ン分 解 能は 既 に 述 べ た通 り男134,女180

γ/mlで あ るか ら,男 女 を こめ て概 ね150γ/ml

と見 な して よい.体 液 のpH 7.4に 於 ては こ

の1/3に 活 度 が落 ち る と考 え て,ヒ ト血 漿

1mlは 体 温(37℃)に 於 て パ ラチ オ ンを分解

して1時 間に50γ のp-nitrophenolを 生 じ得

る と想像 され る.血 液全 体 の血 漿2lに つい

ては50×2000γ=100mgと い う勘 定 に な る.

人 の肝 臓 が イヌ と同様 に 血清 の80%に 相 当す

るパ ラチ オン分解 酵 素 含量を もつ てい るな ら,

そ の重 量 を1.5kgと すれ ば,同 様 に してパ ラチ

オンを分 解 して1時 間60mgのp-nitrophenol

を生 ず る と考 え られ る.こ れ らをパ ラチ オ ン

に換 算 す る とそれ ぞれ209mg及 び125.4mg

と云 う大 量 の パ ラチ オンが1時 間 以 内に 血 液

(血 漿)及 び肝 臓 に よつ て分解 され て 処 理 さ

れ る と云 うこ とに な る.こ の推 測 は た しか に

甘す ぎ るき らいが あ る.例 えば イ ヌにパ ラチ

オンを 注射 し て尿内p-nitrophenol排 泄が 継

続 す る期 間 を しらべ て 見 る と0.5mg/kgの 注

射 で は約4日, 3.0mg/kgで は7日, 18mg/kg

で は14日 で あつ たが3),上 の勘定 通 りに行 け

ば 血 液だ け のパ ラチ オ ン酵 素 に よ り約10分 か

ら約6時 間 以内 に処 理 され て し ま う ことが 期

待 され るか らで あ る(表2の イヌ血 清 パ ラ チ

オ ン分解 酵素 含 量 を も とに し イヌ の平均 体 重

を9kg,血 液量 を体 重 の1/13と して計 算)故

に 生体 内 では 試 験管 内 に於 け るが如 き迅 速 な

パ ラチ オ ンの分解 をは ば む条 件 が存 在 す ると

推察 せ ざ るを得 な い.し か しパ ラチ オ ンの分

解 に最 も大 きな役 割 を 演ず るの は血 液(血 漿)

で あつ て,肝 臓が ほ ぼ これ に 匹敵 す る重 要 な
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パ ラチオン分解臓器であ ることは確実であろ

う.

結 論

私は ヒ ト血清及び イヌの諸臓器 のパ ラチオ

ン分解能 力を測定 し, (1)ヒ ト血清 のパ ラチオ

ン分解酵素含量は男子134±44 .6γ/ml,女 子

180±62γ/mlで あつて女子の方が高値を示す

こと,及 び(2)体 内諸臓器の うち最高の本酵

素含 量を呈す るのは血清(血 漿)で あつて,

肝,肺,骨 髄及び腎などが これに次 ぐことを

知 り,(3)血 液,肝 臓,肺,骨 髄及び腎がパ

ラチオンの解毒に大 きな役割 を演ず るとい う

結論に到達 した.臓 器の容積 を考慮す ると血

液が最 も有力な解 毒作用を行 い,肝 臓が これ

に次 ぐものと推定 され る.

擱筆す るに臨み,御 懇篤なる御指導と御校閲の労

を賜つた恩師柴田進敎授に深甚なる謝意を表 し,併

せて御校閲を賜つた岡山大学医学部緒方益雄敎 授並

に大田原一祥敎 授に深甚なる感謝を捧げる.
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Studies on Parathion-Splitting Enzyme.

Part 2. Parathion-splitting activity of human blood serum and 

distribution of parathion-splitting enzyme in various 

organs of dogs.

By

Teiji Shiigi

Human blood serum and various organs of dogs were determined for its content of para

thion-splitting enzyme by the procedure presented in the preceding paper. Ten per cent saline 

suspension of the relevant homogenized tissues was used for the estimation of parathion-split

ting enzyme of the organs.

(1) The activity of the enzyme in blood serum of normal individuals was 134±44.6

γ/ml for men and 180±62γ/ml for women.

(2) Of the various organs of dogs the blood serum was the most abundant in the enzyme, 

and the liver, the lung, the bone marrow and the kidney followed in the order given. The 

distribution of the enzyme was not appreciable in other organs.

(3) The blood, the liver, the lung and the bone marrow were thought to play a major 

part in the detoxication of parathion, because the afore-mentioned decomposition of this poison 

to the less toxic paranitrophenol was believed to imply detoxication. The blood will constitute 

the most important and the liver the next-important organ of detoxication, if volume of the 

organs is taken into account.


